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ぞく）では州立大学の方が圧倒的に多いからである。   
本論文は、アメリカの大学全体を論ずる第1章から第5章までと、アメリカの学部段階にお  
ける法学教育を論じる補論から構成されている。 まず第1章では、アメリカには全国の高等教  
育を 
価制度などによって一定の共通性も担保されていることが指摘される。ついて、約4千に上る  









れる身分保障制度の意味が論じられ、さらに、厳しい教員評価システムや給与等の待遇、教授   






















学位論文審査結果の要旨   
本論文の学位審査会は、7月11日午前11時より本研究科において開催された。岡田雅夫、  
春名章二、高橋文博、佐野寛、中富公一の計5名の学内審査委員によって審査が行なわれた。   
学位請求論文は、『アメリカの大学 ガヴァナンスから教育現場まで」］という書名の単行書と  
して公刊されたもの（ミネルバ書房、2006年）である。   
本書の構成は、第1章から5章までと補論によって構成されている。第1章「アメリカの大  
学、その概要」 第2章「大学の組織と財政」 第3章「教員組織と人事システム、および教  
員の職務」 第4章「学生選抜と財政支援」 第5章「学士教育」 補論「学部段階における  





インフォーマルな制度、慣行などにも踏み込むことによって、日本ではあまり知られていない   
アメリカの大学の全体像が提示され、さまざまな側面についてできるだけ具体的にその姿が描  


























ムを擁護できること、擁護してきたことなども紹介される。   
さらにアメリカの入試制度も分析される。AO入試も、日本で行われているものとは似て非  






位請求論文としての水準を十分満たすものであることについて、審査員全員の判断は一致した。   
